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1.は じめ に
　 Green(1974)は英 語 の動 詞attemptとendeavourを取 り上 げ,そ の 補部 に 見 られ るModEか ら
PEの 統 語 的 変 化 が,同 時 期 に起 き た意 味 の変 化 に 関係 して い る と主 張 して い る。PEに お い て,





(la)では,　attemptとthe　Iockの間 に例 え ばto　openが省 略 され て い る と考 え られ る。 こ の省 略 に
は制 約 が あ り,(1b)に観 察 す る とお り,省 略後 に残 留す る 目的 語 名 詞 句 が有 生 で あ っ て は な ら
な い。 しか しModEで は残 留 す る 目的 語 の無 生 ・有 生 に 関 わ らずto不 定 詞 の 省 略 が 可 能 で あ っ
た。
(2)How　 should　I　escape　from　them,　ifthey　attempted　me. [ibid.:65]
(2)にお い て はattemptedとmeの問 に例 え ばto　killが想 定 され る。
　 こ の よ うに,attemptはModEからPEま で の 問 にto不 定詞 省 略 の 可能 性 を狭 め て い る。 これ
と同 時 期 にattemptは意 味変 化 を起 こ して い る。　ModEに お い てattemptは厂誘 惑 す る」 の意 味
を持 った 。
(3)Nothing　will　be　found,　I　fear,　to　attempt　a　man　to　be　a　thief.(1773) [ibid.:66]
厂誘 惑 す る」 の 意 味 はPEで は 失 わ れ て い る。 こ の意 味 変 化 が 上述 したto不 定詞 省 略 の制 約 に
関係 して い る とGreenは示 唆 して い る。
　他 方,endeavourは,　PEで はto不 定詞 の省 略 が 一 切 不 可 能 で あ る 演,　ModEで は 可 能 で あ っ
た。
aConative　verbsとは゜strive',`try'の意味 を持つ動詞である(Los　2005)。これ らは現代英語(以 下PE)に おい
て典型的 にto不定詞を取 り起動相を表 して使 われる。以下ではこれ らの動詞を 「労苦の動詞」 と呼ぶ。
　本論では英語史の時代 区分について以下の通 りとする。古英語(以 下OE)は 紀元後450年か ら1100年の
英語を,中 英語(以 下ME)は1100年から1500年の英語を,近 代英語(以 下ModE)は1500年か ら1900年
の英語を,PEは1900年以降の英語をそれぞれ指す。
2例文 中の強調は筆者による。以下も特に断 りのない限り同じである。
　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 -14一
(4)a.*John　endeavored　th 　lock.3　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [ibid.:64]
　 b....every　man　ought　o　endeavour　peace,　asfar　as　he　has　hope　of　obtaining　t(1651)
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 [遠峯2011:57]
(4a)では,　the　lockの前 に例 え ばto　openの省 略 が 想 定 され る。 この よ うな省 略 は,　PEで は(4a)
に見 る とお り容 認 不 可 能 で あ るが,ModEで は(4b)に見 る とお り可 能 で あ った。 この対 照 に っ い
てGreen(ibid.)は,ModEでendeavourが"to　exert　oneself'に加 え て随 意 的 に"to　exert　oneselffor　the
purpose　ofl'の意 味 も持 っ た た め に 生 じた と して い る。後者 の意 味 はPEに 至 るま で の 間 に失 われ,





PEでは(5a)に見る よ うにtQ不定詞 を省略す るこ とは容認 され ないが,　ModEでは(5b)に見る と
お り容認 される。
　上 述の事実が,Greenの示唆す るよ うに,意 味変化 の補部形式に対す る影響 を示す ものであ
るな らば,2つ の疑 問が生 じる。1つ は,ModEにおいて観察 されたattemptとendeavourの性
質 は これ ら2っ の動詞 に限定 され たものであ ろ うか。この2つ の動詞 はいずれ もto不定詞 を取
る労苦の動詞 であ り,起 動相 を表す とい う性質を持つ が,類 似 の意味 を持った他の労苦の動詞
もattemptとendeavourと同 じ性 質をModEにおいて持っ だろ うか。も う1っ の疑問は,　attempt
とendeavourに見 られ る統語的振 る舞い の違いは どの ような意味的要因で生 じてい るのだろ う
か,と い うもので ある。そ こで本論文では,attemptとendeavourを含む37の 労苦の動詞 にっい
て,MEか らModEの調査 を行 い,　attempt,　endeavourに見 られ る対照が労苦 の意味を持 った他
の動詞 に も観 察 され ることを示す。 そ してこの対照は意 味的な説明が可能で あることを示す。
　本 論の構成 は以下の通 りである。第2節 で は本論で収集 した資料 を示す。第3節 では第2節
の資料に もとついてME,　ModEにおける労苦 の動詞の性 質につ いて考察す る。第4節 は結語 で
あ る。
2.資 料
　 本 論 で 調 査 対 象 とす るの は次 の37の 動 詞 で あ る。 これ らは,Visser(1963-1973:1336)が,　to
不 定 詞 を 目的語 と して 取 る"verbs　of　trying,　attempting,　u dertaking,　etc."として挙 げ る動詞 リス
トか ら抽 出 した4も の で あ る。
3(4a)は,　the　lockの前 に 例 え ばto　obtainが省 略 さ れ て い る と 考 え ら れ 観
4Visser(ibid.)ではCUriはcunnianに,　entermeteはentremerに,　attasteはatasteにそ れ ぞ れ な っ て い る が,本
論 で はSimpson　and　Weiner(eds.)(1989)(以下0と す る)の 見 出 し語 形 を採 用 レ た 。ま たVisserはaspyとespy,
そ し てassayとessayをそ れ ぞ れ 別 の 語 彙 と し て 挙 げ て い る が,本 論 で は0に 従 っ て そ れ ぞ れ を 前 者 で 代 表 さ





これ らの動 詞 は本 来語cun,　look,　make,　offer,　seek,　sweat,　swink,　till,　undertakeを除 い て は,　ME
で 英 語 に借 用 され た語 彙 で あ る。そ こで 本 論 で はME,　ModEを対 象 と し,0お よびKurath　et　al.
(eds.)(1952-)(以下M)の 各 項 霞に 記載 され た 例 文 を 収集 した。 さ らにattempt,　endeavourにっ
い て は遠 峯(2011,2012)の資 料 も加 え た。
　 (6)には,PEま で に廃 語 に な っ て い る もの や,語 自体 はPEに も残 るが 労 苦 の 動詞 と して の意







something)"の意 味 を 持 っ て い る6。 こ れ ら2つ に 加 え て,　 attaste,　envy,　fraistもPEまで に 廃 語 と
な っ て い る 。
　 次 に,語 そ の も の はPEに 残 る が,労 苦 の 意 味 を 失 っ て い る(あ る い は 古 風 な も の と し て い
る)動 詞 の 例 を 挙 げ る 。
(8)a.Whan　the　Cane　lo左助 ノbア'o　haue　his　solas　at　the　wilde　bestis　or　foulys,　hemay　sen　hem　ben
　 　 takyn　at　his　wil.　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (a1450　Mandev.(3)(BodeMus　116)12515)[MJ
　 b.Thar-for　e t　pow　mys-bypo3te,　To　procury　hym　to　slee.　　 　 　　 (c1380　Sir　Ferumb.5825)[O]
　 c.Pei..stuのeden'03かoアen　hym　and　stroyden　hemself㌦　　 　 　 (1377　Langl.　P　P乙B.　xv.587)[0]
(8)ではlook,　procure,　studyが,　PEで 一 般 的 な 「見 る」 「調 達 す る」 「学 ぶ 」で は な く労 苦 の 動詞
　 Visserのリ ス トに 含 ま れ て い る 語 で 本 論 の 対 象 外 と した 語 は 以 下 の 通 りで あ る。ま ずfond,　foundであ る が,
両 者 はMEで 綴 り が 同 一 に な る こ と が あ っ た こ とか ら混 同 が 生 じ て い た 可 能 性 が あ り,正 確 な 分 類 が 不 可 能
と判 断 し,調 査 対 象 外 と し た 。 次 にwin,　workであ る が,0,　s.v.　work　1,win　1に 労 苦 の 意 味 .はOEに 限 定 され
て い る と の 記 載 が あ り,対 象 外 と し た 。 さ ら に,bewin,　draw,　fon,　fong,　efon,　genaegan,　hunt,　keep,　opnim,　stand
in,　tosettan,　underfon及び 心 的 状 態 の 動 詞care,　mourn,　muse,　stem,　think,　understandを除 外 し た 。 前 者 はVisser
の 例 を 検 討 す る 限 りto不 定 詞 を 取 っ て い る とは 判 断 で き ず,ま た 後 者 は 意 味 的 に 労 苦 の 動 詞 で は な い た め で
あ る。 な お,後 者 は,意 志(volition)の意 味 を持 っ 動 詞 で あ り,こ の 意 味 的 特 徴 はRudanko(1989)によ れ ば,　PE
で 主 語 コ ン トロ ー ルto不 定 詞 を 取 る 動 詞 の 特 徴 で あ る。 本 論 で 扱 う 労 苦 の 動 詞 は 意 志 の 動 詞 の 一 部 で あ り意
志 の 動 詞 と は 意 味 的 に 深 い 関 係 が あ る が,こ こ で は 考 察 の 対 象 外 と し今 後 の 課 題 と し た い 。　 '囑
50か ら 引 用 し た 例 の 出 典 に つ い て は0に お け る 表 記 を 踏 襲 し た 。 以 下 も 同 じで あ る。
6こ れ ら の 語 義 に つ い て は ,そ れ ぞ れ0,s.v.　can,†b,0,　S.V.†entermete　1を 参 照 され た い 。 な お,(7b)では
entermeteは再 帰 動 詞 で あ り,to不 定 詞 に 加 え て 再 帰 代 名 詞 も現 れ て い る。
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と し て 使 わ れ て い る7。 こ れ ら 以 外 にattend,　contend,　enforce,　fbrce,　intend,　hunt,　invent,　make,
press,　prove,　pursue,　sweat,　taste,　till,　travailも同 様 にPEで は 労 苦 の 意 味 を 失 う か 古 風 な も の と し
て い る 。 ま た,PEでto不 定 詞 を 取 ら な く な っ た 動 詞 と し てaspy,　assay,　enfbrce,　fbrceが挙 げ ら
れ る 。
　 以 下 で は(6)に挙 げ た 動 詞 の 性 質 を 観 察 す る 。
2.1.自 己 使 役 の 動 詞
　 前 述 の 通 り(6)の動 詞 は い ず れ も 労 苦 の 意 味 を 持 ちto不 定 詞 を 取 る が,そ の 意 味 的 特 徴 に よ っ
て 自 己 使 役 の 動 詞 と 他 者 志 向 の 動 作 を 表 す 動 詞 の2種 類 に 分 け ら れ ・る 。 本 節 で は ま ず 前 者 を 観
察 す る 。 自 己 使 役 の 動 詞 と は,自 己 使 役 の 意 味 を 内 包 す る 非 能 格 動 詞 で あ る 。 こ こ で 言 う 自 己
使 役 の 意 味 の 内 包 と は 当 該 の 動 詞 が"tO　eXert　oneself'の意 味 を 内 包 し て い る と い う こ と で あ る 。
こ の タ イ プ に はapply,　attend,　busk,　contend,　endeavour,　enforce,　ntermete,　nvy,　force,　intend,
labour,　look,　make,　press,　procure,　strive,　struggle,-study,　sweat,　swink,　till,　travailの22の動 詞 が 属
す る 。
(9)a.Every　man　that　means　to　live　well,　endeavours　totrust　to　himself.'
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1594Shakes.　Rich.　III,　i.　iv)[O]
　 b.She　vsep　ful　flatryng　familarite　wiわhem　l)at　sheθψ κ ψtoわ アgy1θ.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (c1374　Chaucer　Boeth:ii.　i.30)[O]
　 c.He　thatforseth　manye　thingus　to　do,　shall　fallen　i to　dom.　(1382　WyclifEcclus.　xxix.19)[O]
これ らの 動詞が 自己使役 を内包す ることは,内 包 された再帰代名詞 が具現す るこ とがあるこ と
か ら窺 える。
(10)a.Applying　himselfto　do　good　dedis.　　　　 　　 　　　 　 (1477　Earl　Rivers(Caxton)Dictes　9)[O]
　 　 b.He..moche　endeuoyred　hym　to　make　hym　to　lerne　the　deuyne　Scripture.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1483Caxton　Gold.　Leg.422/3)[O]
　 　 c.Suche　as　enforcen　hem　rathere　toprayse　youre　persone　by　flaterie.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (cl386　Chaucerノレlelil)eus　P209)[0]
　 　 d.Sothely　fra　pat　tym　furthe　Iforced　me　for　to　luf　Jhesu.　　　　 (c1340　Hampole　Prose　Ti・.6)[O]
　 　 e.And　to　the　bed　with　that　he　yede..And　made　him　there　forto　seche.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1390Gower　Conf.1.188)[O]
　 　 f.Euery　beest　rauaylith　hymto　deffende　and　kepe　the　sauacion　fhys　lyf.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (c1374　Chaucer　Boeth.　iii.　pr.　xi.76(Carnb.　MS.)[O]
7そ れ ぞ れ の 動 詞 に お け る 労 苦 の 意 味 は ,M,　s,v.　Token　6a,0,　s.v.　procure　2,0,　s.v.　study　4aを 参 照 され た い 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -17一
再 帰 代 名 詞 と 共 起 す る 動 詞 はapply,　busk,　endeavour,　enforce,　ntermete,　force,　intend,　labour,　look,
make,　press,　study,　Swink,　tm,　travailであ る 。 残 るattend,　contend,　envy,　procure,　strive,　struggle,
sweatは再 帰 代 名 詞 と の 共 起 は な い 。 次 にstriveの例 を 示 す 。
(11)And　therfore　w stryuen...　whether　absent,　whether　present,　for　to　plese　him.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1382Wyclif2Cor.　v 9}[O]
再帰代名詞 との共起が見 られない動詞 の うち,contend,　envy,　strive,　struggleはがん らい 「戦 う」
を意 味す る動詞 であ る。 「戦 う」の概念 と労苦(endeavour)の概 念は相互に移行 しや す く8,近い
関係 にある と考 え られ る。残 るattend,　procureは「注意 を向ける」 とい う自己使役的 な意 味か
ら労苦 の意 味を発達 させてい る9。また,sweatは再 帰代名詞 を取 る用法 を持たないが,目 的語
に汗や血 な ど人体 の一部 を指す名詞 を取 る。比喩的 に再帰的 な用法 と持っ と見なせ るだろ う。
　 このよ うに,自己使役 の動詞 は,目的語 を取る場合 はそれ が再 帰代名詞 であることが多いが,
MEか らModEにおいて は,再 帰代名 詞以外 の名詞句 を取 る ことがあった。 これ らの名詞句 は




　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1641French　Distill.　vi (1651}175}[O]
　 　 d.Two　things　I　must　labour,　That　neither　they　upbraid,　nor　you　repent　you.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1611B.　Jonson　Catiline　iii.　)[O]
　 　 e.The　Precheouris　andutheris　travelling　thecharge　ofministerie　w thin　the　kirk.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1569Reg.　Privy　Council　Scot.1.673)[O]
この 用 法 は,上 記 の5つ の動 詞 の他 に,intend,　study,　sweat,　illに見 られ る。
　 自己使 役 の 動 詞 が 「攻 撃す る」 な どの他 者 を対 象 と した 行 為 を意 味 す る例 が 見 られ る。
(13)a.It　isnought　but　a　learned〃zinisかアwhich　their　champion　Martin　endeuors.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1589Nashe　Almondfor　P.17　a)[O]
　 　 b.[HeJ　laboured　the　King..earnestly　for　their　pardons　and　obtained　it.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1633Campion　Hist.　Irel.　ii.　iii.'t5)[O)
(13a)ではendeavourが「攻 撃 す る」 の 意 味 で,(13b)ではlabourが「働 きか け る」 の意 味 で使 わ
れ て い る。 自 己使 役 の動 詞 が他 へ の働 き か け を意 味 す る の はま れ で あ り,22の 自 己使 役 の動 詞
80
,s.v.　striveを参 照 さ れ た い 。
90
,s.v.　attend,　procureを参 照 さ れ た い 。
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の うちendeavour,　enforce,　force,　labour,　p essの5っに限 られ る10。
　 労 苦 の 目標 は 上述 のto不 定 詞 と名 詞 句 の他 に,定 形 節(that節)で 具 現 す る こ と もあ る。
(14)a.The　Scots　were　very..vigilant　all　night,　and　attended　that　heir　enemies　hould　not　escape.
　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 (1612Monipennie　Chron.　in　Misc.　Scot.1.38)[O]
　 　 b.It　were　more　charitable　to　ndeavour　that　he　errors　might　be　taken　away.
　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　(16..Father　Walsh　in　ScotsInan(1883)17　Sept.2/6)[0,遠峯2011:63]
　 　 c.They　should　chiefly　study,　that..clemency　might　clearly　beseen　in　the　punishment.
　 　　 　　 　　 　 　　 　　(1656Earl　of　Monmouth　tr.　Boccalini's　Advts.　fr.　Parnass.　ii.　vi.(1674)145)[O]
(14)ではattend,　endeavour,　studyが労 苦 の 目標 を表 すthat節を 取 っ て い る。 定形 節 と共 起 す るの
は 自 己使 役 の 動 詞 の うち この3っ に 限 られ る。
　 最 後 に,自 己使役 の動 詞 が補 部 を取 らず に使 わ れ る例 を観 察 され たい 。
(15)The　par(ion　fhis　Holines,　giuen　to　all_that_indeuoバn　this　quarrel.(1588)(=(5b))
(16)a.Although　he　striu'ed,　andtooke　great　pains,_asmuch　as　in　him-lad._
　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 (1582Breton　Flourish　upon　Fancy(Grosart)52/2)[O]
　　 b.Who　trauaylleth　wel,　he　hath　ewer　brede　ynough　for　to　ete.
　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 (1484Caxton　Fablesρプ滋30p　vi.　xvii)[0]
(15)ではendeavourが,(16)ではstrive,　travailがそ れ ぞ れ 補 部 を 取 ら ず に 使 わ れ て い る こ と に 注
意 さ れ た い 。 こ の よ う な 用 例 が 観 察 さ れ る の は,aPPIY,　busk,　endeavour,　enterxrrete,　intend,　tabour;
press,　strive,　stud},sweat,　swink,　travailの計12の 動 詞 で あ る 。
　 次 節 一で は 他 者 志 向 の 動 作 を 表 す 動 詞 を 観 察 す る 。
2.2.他者 志 向 の 動 作 を 表 す 動 詞11
　 他 者 志 向 の 動 詞 は,自 己 に 向 か う 動 作 で は な く,他 者 を 志 向 す る 動 作 を 表 す 動 詞 で あ る 。 こ
こ に はaspy,　assay,　attaste,　attempt,　cun,　enterprise,　fraist,　invent,　offer,　prove,　pursue,　seek,　taste,　try,
undertakeの15の動 詞 が 分 類 さ れ る 。 次 にaspyとundertakeの例 を 示 す 。
(17)a.Ike　wildernesse　heoaspiederr　us　to　slean.　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　 (c1230Ancr..R.196)[0]
　　 b.Among　your　knyghtez　all　that　her　is　on　Shall　under　take　to　Answer　for　this　lande.
　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 (c1440　Generydes　3175)[O]
100s.v.　envyは,そこに挙げ られてい る目的語 を取 る3例 について同音異義語のenvyとの混乱淋あった可能
性 を述べている。そこで本論ではこれ ら3例 を除外 した。
11以下では便宜的に 「他者志向の動詞」とする。
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　 上記15の 動 詞 の うちespy,　attaste,　cun,　tasteを除 く11の 動詞 がto不 定 詞 を取 る用 法 の他 に労
苦 の 目標 を表 す 名 詞 句 を取 った 。
(18)a.The　which　thing　Egipciens　a のsinge　w ren　deuourid.　　 　 　 　 (1382　Wyclif　Heb.　xi.29)[0]
　　　 b.This　bordeller..that　be　 ire　body　wolde　Take　avantage,　let　do　crye　That　what　man　wolde　his
　　　　 lecherie　Attempte..Lei　doun　the　gold.　　 　　　 　　 　　　 ((a　1393)Gower　CA(Frf　3)8.1417)[!l?]
　　　 c.That　hath　enrag'dhim　on,　to　offer　strokes.　　 　 　 　 (1597　Shakes.2Hen.　IV,　iv.　i.211)[O]
　　この種類の動詞の特徴 として も う1つ 挙げ られ るのは,名 詞句を取 る場合に,労 苦の意味 と
は異な る,他 者 を対象 とす る動作 の意味 になるこ とであ る。15の動詞 の うちaspyなど11の動




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　 ∵..　　 　 ・『..・『.`　　 (c1450　Lydg.S'Secr　Ctn.(Sln　2464)2516)[ルO
　　　 c.They　sail　not　than　the　Cherrie　cun,　That　wald　not　enterpryse...
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1597Montgomerie　Cherrie&Slae　646)[O]







(19)では,aspy,　attempt,　cun,　fraist,　prove,　seek,　tasteが「調 べ る」 の意 味 を持 ち,目 的 語 は調 査
の 対 象 を 表 す 。 目的 語 は調 査 の 対 象 で あ り,有 生 ・無 生 に 関 して 制 約 は な い。 これ ら以 外 の
enterprise,　invent,　offex,　undertakeでは,目 的 語 は行為 を表 す 名 詞 とな る。次 の例 を観 察 され た い 。
(20)a.How　Trystram　enterprysed　theBataylle　tofyght　for　the　trewage　of　Cornwayl:
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　 　 　 　 一　 　 　 (1485Malory　Arthur　Contents　vii.　v)[O]
　　　 b.Throw　counsell　ofhis　wyf　he　inuented　the　kings　lauchtre.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1596Dalrymple　tr.　Leslie's　Hist.　Scot.　v.288)[O]




(20)に例 示 したenterprise,　nvent,　offer,　undertakeは他者 を対 象 とす る行 為 で は な く,「 し よ う と
す る,計 画 す る,成 し遂 げ よ うとす る」 とい う労 苦 の意 味 を持 ち,い ず れ も行 為 を表 す 無 生 の
名 詞 を取 っ て い る。
　 他 者 志 向 の動 詞 の うち,2つ の動 詞 に 限 り再 帰 代 名 詞 を取 る例 が 見 られ た。
(21)a.Even　before　it　could　be　done　in　due　form,　the　chiefs　ofthe　nation　did　not　attempt　themselves　to
　 　 exercise　authority　so　much　asgby　interim.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1791Burke　Let.　Memb.　Nat.　Assembly　Wks.　VI.46)[O]
　 　 b.1woll　assay　myselffe　todraw　oute　the　swerde.　　 　 ((a　1470)Malory　YVks.(Win-C)62/11)[MJ
まずattemptにっいては,遠峯(2012:92)が0の全文検索で1例 のみ見っか った と報告 してい る。
次 に,assayについて はM(s.v.　assaien　6a)に3例が挙げ られ られ てい る。この2つ の動詞以外
で,他 者 を対象 とする動詞 が再帰代名詞 を取 る例 は今回の調査 では見っか らなかった。
　他者 を対 象 とす る行為 を示す動詞 は定形節 を取 る例では労苦の意味 を持たない。その代わ り,
「試す」 の意味や,「知 る,発 見する」な ど認識 的な意 味を持っ。
(22)a.Yf　thou　hast　preued　and　assayed　that　Iam　the　temple　of　god　byleue　it.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1483Caxton　Gold.　Leg.93/4)[O]
　 　 b.Swiche　hertes[fonde6　p 　fule　gost...　and]120跏ηθδgif　he　mai　per　inne　herbergen.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (c1200　Trin.　Coll.　Hom.87}[O]
　 　 c.Ile　trie　how　you　can　Sol,　Fa,　and　sing　it.　　 　 　 　　 　 　 (1596　Shakes.　Tam.　Shr.　i.　ii.17)[O]
(22a)ではassayが「経 験 に よっ て知 る 」の意 味13で使 わ れ,後 続 のthat節は そ の 内 容 を表 す。(22b)
のcunそ して,(22c)のtryはそ れ ぞ れifとhowで 導 かれ る間 接 疑 問 を取 り,「試 す 」 の意 味で
使 わ れ て い る。
　 補 部 を い っ さい 取 らな い例 も 見 られ る。
(23)a.Our　doubts..make　vs　loose　the　good　we　oft　might　win,　By　fearing　toattempt.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1603Shakes.ノレTeas.ノわYノレf.　i.　iv.79)[0]
　 　 b.Yet　he　proved　against　this　inconvenience,　with　as　much　caution　asa　by-past　error　is　capable　to
　 　 admit.　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 (a16590sborn　Observ.　Turks　Wks.(1673)272)[O]
この 用 法 を 持 っ 他 者 志 向 の動 詞 は 少 な く,上 に例 を挙 げ たattempt,　proveに加 え て,　assay,
enterprise,　tryの計5っ の 動詞 に 限 られ る。
12角 か っ こ は 筆 者 に よ る





　 本節 では,調 査対象 とす る労苦 の動詞をVisser(ibid.)のリス トか ら抽 出 し,　MEとModEに っ
いてそれ らの資料 を提示 した。堤示 に際 しては調 査対象 の動詞 を意 味的な特徴 によって2種 類
に分 けた。
　 2種類の うち1っ は 自己使役 の意味を内包す る動詞 である。 これ らの動詞 はその意味的な特
徴 か ら目的語が具現す る場合は原則 として再帰代名詞 となるが,ME,　ModEにおいては,再 帰
代名詞以外 の名詞句で労苦の 目標を具現 させ た。労苦の 目標 は定形節で も具現 した。 また,ご
くまれに名詞句 を取 る用法で 「攻 撃す る」などの他者志向の動作を表す意 味を持 った。さらに,
補部 をいっ さい取 らない用法 も持 った。
　 も う1っ の種類 は,他 者志 向の動作 を表す動詞 である。 これ らは 自己使役の動詞 とは対照的
に,他 者 に向か う動作 を表 し,原 則 として再帰代名詞 と共起す るこ とはない。 これ らの動詞 が
名詞 句を取 る場合 は,そ の名詞句 の意味 は2つ あ る。1つ は労苦の 目標 である。 も う1っ は,
動詞が労苦の意 味ではな く他者 を対象 とす る動作を意味 し,名 詞句 はその動作 の対象 を意味す
る。定形節 を従 える場合 は,動 詞が労苦 の意味ではなく,「試す」の意味や 「知 る」「発見す る」
な どの認識 的な意味にな る。 きわめてまれ に再帰代名詞 を取 り,自 己使役 の意 味を持っ と考え
られ る例 も見 られた。 さらに,補 部をいっ さい取 らない用法 も見 られた。
　 次節では本節 で示 した資料 にっいて考察す る。
3.考 察
　前節 ではattempt,　endeavourを含 む37の労苦の動詞 についてMEとModEの 資料を提示 した。
この資料か ら,こ れ ら37の動詞 はすべて労苦の意 味を持 ちto不定詞 を伴 って使 われ るが,そ
の他 の点において違いが あるこ とが明 らかにな◇た。以下では,こ の資料 を用いて,第1飾 で
提起 した問題 の解決 を試み る。
　まず第1の 問題 である。Greenの指摘 したattempt,　endeavourに見 られ るModEでの性質は意
味的 に類似 した他 の労苦 の動詞 で見 られ るだ ろ うか。 この疑問 に対 しては肯定的 に答 えること
となる。 まず,attemptはModEにおいて,そ の捕部のto不定詞 を省略す る際,省 略後 に残留
す る名詞が有生で も無生 で も構 わなかった。上述の(2)を参照 されたい。 この性 質はME,　ModE
にお いて他 の労苦の動詞 で見 られ る。 次の例 を観察 されたい。
(19)a.For　to　aspie　hem[lovers]bope　pat　title,　After　swi>?e　he　ran.
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前 節 で述 べ た とお り,(19)では,aspy,　attempt,　cun,　fraist,　prove,　seek,　tasteが「調 べ る」 の意 味
を持 ち,有 生 ・無 生 の 目的語 を取 って い る。 こ の用 法 はGreenの提 案す るto不 定 詞 省 略 の実 態
で あ ろ う。 例 え ば,(19a)の"For　toaspie　hem　hope"のaspieは「調 査 す る(to　investigate)」の 意 味
で あ る。 これ に加 え て,aspieを起 動 相 を表 す 労 苦 の動 詞 と解 し,調 査 行 為 を表 す 動 詞 が省 略 さ
れ て い る と解 釈 す るこ と,っ ま り"to　attempt　to　investigate"と解 す る こ と もで き る だ ろ う。 こ の
よ うに して,to不 定詞 の省 略 が あ る と捉 え られ た と思 わ れ る。
　 次 にendeavourであ る が,上 記(4b)に見 る とお りModEに お い て労 苦 の 目標 を表 す 名 詞 句 を取




(4b)にお い てendeavourの後 に例 え ば"to　obtain"が省 略 され て い る こ とは既 に述 べ た 通 りで あ る。
同様 に(12a)にお いて はapplyの後 に例 え ば"to　do"が,そ して(12b)ではattendの後 に例 え ば"to
achieve"が省 略 され て い る と考 え られ る。 ここ で もattemptの場合 と同様 に,　to不定 詞 の省 略 は
目的 語 を取 る性 質 か ら生 じた もの と捉 え られ る か も しれ ない 。
　 以 上 でGreenの指 摘 す るModEに お け るattemptとendeavorの性 質 は他 の労 苦 の動 詞 に も見
られ るこ とが分 か った 。 こ こで2つ 目の 問題 に移 りた い 。Attempt,　endeavourとそ れ ぞ れ 性 質 を
共 有す る動 詞 は,自 己使 役 の動 詞 と他者 志 向 の動 詞 と して意 味 的 に 定 義 で き る こ とに注 意 され
た い。 自己使 役 とは 上述 の通 り"to　exert　oneselfl'の概 念 で あ り,こ れ は 原 則 と して 目的 語 と して
名 詞 句 を取 らな い こ とを意 味す る。 次 にendeavourの例 を再 掲 す る。
(10a)Every　man　that　means　to　live　well,　endeavours　to　trust　o　himself.
これ と対照的に他者志 向の動詞 は,自 己使役 の動詞 との混同 と考 え られ る例外的な場合 を除い
て,再 帰代名詞 を取 ることがなかった。 目的語 は労苦の 目標 を表す名詞句や,あ るいは労苦 の




　 2種類 の間 の意味 の違い ば定形節の機能に も反 映が見 られ る。他者 志向の動詞 は 「試す,調





　 自己使役 の動詞 と他者志 向の動詞 とい う意味に よる2分 類 を仮定すれ ば,再 帰代名詞 との共
起 にお ける違いや,名 詞句 を 目的語 として取 る際の意味的特徴 の違 い,そ して共起す る定形節
の意 味的特徴 の違いが捉 え られ る。確か に,ME,　ModEの資料 を観察す るとこの2種 類の動詞
は労苦の 目標 をto不定詞や 目的語名詞句で具現 させ る点で共通す るが,こ れ らの違い か ら,2
種類 に分 けて考 えるのが妥 当 と思われ る。
4.結 語
　本論で は,37の労苦の動詞 を取 り上げ,そ れ らのME,　ModEにお ける意味的,統 語 的性 質 を
調査 した。 その結果,Green(1974)が観 察す るattemptとendeavourの違いが,意 味の類似 した
よ り広範囲 の動詞でModEだ けで なくMEで も見 られ るこ とを明 らかにな り,さ らにattempt
とendeavourに見 られ る統語的 な性質 の違い を生んでい ると考え られ る意味的な特徴が示 され
た。
　本論 を結ぶ にあた り,今 後 の課題 を挙 げてお きたい。 まず最 初に,本 論で は,自 己使役 の動
詞 と他者志 向の動詞 とい う2っ の動詞類 について0お よびMの 項 目にある例文 と遠峯(2011,
2012)に資料 を限定 して性質 を検討 した。今 後は0お よびMの 全文検索 を行いデー タベースを
拡充 し,意 味類 に加 えて,個 々 の動詞 について観察 と分析を深 める必要 がある。
　次 に,ME,　ModEにおいて 自己使役 の動詞 と他者志向の動詞 が意 味的,統 語的性質 を互 いに
近似 させたが,な ぜそれがPEま で保持 され なか ったのか とい う疑 問がある。意味や統語 的性
質が近似 した動詞が増 えす ぎるこ とを避 けるた めか もしれないが,今 後 さらに調査 と分析 が必
要で あろ う。 これ と関連 して,ME,　ModEからPEに 至るまでの問でto不定詞 を取 り労苦の動
詞 として使われ る語が絞 り込まれてい る事実があ る。本論 で調 査の対象 とした37の 動詞の うち,
PEまでに5語 が廃語 になっている。残 る32語中でPEま でto不定詞 を取 る用法 を保持 してい
るのは10語に過 ぎない。労苦 の動詞全般 について よ り包括的な調査 が行 われ るまで最終的な結
論 は待た な くて はならないが,動 詞 の絞 り込みが起 きてい ることが疑われ る。無論,類 義語の
淘汰 が起 きたこ とはあるだ ろ うが,そ のよ うな要因 を除いて絞 り込 みの起 きた理 由を検討 す る
こ とは必要 かも しれ ない。
　定形節 が間接疑問で 具現す る(22b,　c)のよ うな例 にっ いての検討 も現在 の ところ不十分で あ




このよ うな間接疑 問を取 る例は他者志 向の動詞 に見 られる現象 であ る。 このよ うな現象が労苦
の動詞 のto不定詞 と取 る用法の発達 に関係 したのか ど うかを検討す ることが必要 であろ う。
　(15),(16),(23)のよ うな補部を取 らない用法や,(13)のような自己使役 の動詞 に見る 「攻撃す
る」 の用法 につい ても今後継続的 に検討 が必要であ る。
　最後に課題 として挙げたいのは,前 置詞句 の機能で ある。例 えば,自 己使役の動詞endeavour
において はatとfbrのいずれ も従えた。
(24)a.Which　the　world　never..gave　th m　any　thanks　for　endeavouring　at.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1704Swift　T.Tub　Author's　Apol.)[O]
　 　 b.Abloody　king　endeavouredfor　hisdestruction.　(1649　Jer.　Taylor　Gt.　Exemp.　i.　viii.113)[O]
この2っ の うち,atはto不定詞 と同等 の機能 を持っているこ とが次の例か ら推 定 され る。
(25)Iendeavoured　at　no　beauty　of　style,　but　to　keep　as　literally　as I　could　to　the　sense　of　the　author
　 Epictetus.
　 　 　 　 　 (1710Lady　M.　W.　Montagu　Let.∫oβρ.　Salisbury　20　July(1893)II.2)[0,遠 峯2011:63】
(25)ではatで導 かれ る前置詞句 とto不定詞 がbutで等位接 続 され,両 者 の機 能の同等性が示唆
されてい る。Forで導 かれ る前置詞 句の機 能がto不定詞 と同等であ るのかそ うでないのかは経
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